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「地球にやさしい新規五員環フッ素系化合物製造技術の開発」

成層圏オゾン層破壊や地球温暖化の抑制は、地球環境上の大きな課題である。

すでに、オゾン層破壊防止のため先進国における特定フロン類等の生産が1995年末で全廃されるなど、大きな成果が得られている。しかしながら、代替物質として開発された化合物の多くが、大きな地球温暖化作用を有することから、オゾン層の破壊作用がなく、かつ地球温暖化への影響が少ない新世代のフッ素系化合物の開発が急務になっていた。

本業績の「地球にやさしい新規五員環フッ素系化合物製造技術の開発」のポイントは、このような世界的な要請に応える物質として、５員環構造を有する独創的な2種類のフッ素系化合物（精密洗浄溶剤用途のヘプタフルオロシクロペンタンおよび半導体製造用ドライエッチング剤用途のオクタフルオロシクロペンテン）の実用化とその製造技術開発である。これらの化合物は、オゾン層破壊力を持たないこと、地球温暖化への影響が小さいことが特徴であり、さらに製造技術においても、独創的合成法による短工程化、フッ素系廃棄物の最小化等において、GSCの観点から優れた成果を示したものである。

本技術の特長は、独創的な分子設計により、環境適合と高性能を両立したことである。５員環の特性を生かした新規かつ独自の分子構造のため、先端分野に対応した高い性能を有する。エッチング用途では高集積な先端半導体製造用ドライエッチング剤として、広く世界中で使用され情報化社会実現の一翼を担っていること、溶剤用途では精密機械部品や電気電子部品の高精細な洗浄剤、また、ポリマーコーティング溶剤に用いられることにより、従来のフッ素系化合物をしのぐ性能で社会への貢献実績を伸ばしている。また、これらの化合物が使用されるに際し、エッチング機器や洗浄機およびそれらの周辺機器の発展という波及効果も高く、この点からも産業界への貢献を果たしている。

　現在、本業績で開発された化合物のさらなる適用範囲の拡大、化学原料としての利用拡大、および、蓄積された製造技術の活用による、次世代の環境に適合しかつ高性能な物質開発等において検討が継続されており、一部は実用化に向けての開発段階にも入っている。　

このことから本業績は、今後の発展性にも大いに期待が持てるものである。

以上　　　
